
※
ア
ル
ケ
ー
＝

古
代
ギ
リ
シ
ャ

の
自
然
哲
学
で
、

世
界
の
原
理
、

始
源
、

根
拠
な
ど
の
意
を
表
す
語
。

障
害
に
　
負
け
ぬ
人
生
　
夢
五
輪

有
泉
　
政
弘
（

肢
体
）

し
が
ら
み
の
　
自
在
の
揺
れ
に
　
道
あ
ら
ず

石
井
　
洋
（

精
神
）

歩
く
こ
と
　
万
物
の
根
源
　
ア
ル
ケ
ー

だ

岡
部
　
恵
子
（

視
覚
）

ふ
れ
あ
っ

て
　
ボ
ケ
防
止
を
と
　
笑
い
合
う

惠
風
（

精
神
）

惠
風
（

精
神
）

や
さ
し
さ
は
　
誰
も
が
も
っ

て
る
　
あ
た
た
か
み

惠
風
（

精
神
）

感
謝
し
て
　
学
ん
だ
言
葉
　
あ
り
が
と
う 島

崎
　
慎
一
朗
（

知
的
）

障
害
も
　
人
を
助
け
て
　
勇
気
舞
う

島
崎
　
慎
一
朗
（

知
的
）

税
金
も
　
心
の
中
の
　
助
け
合
い

島
崎
　
慎
一
朗
（

知
的
）

前
向
き
な
　
力
が
あ
る
よ
　
笑
顔
に
は

入
選

佳
 
作

一筆の主張（川柳）



有
泉
　
政
弘
（

肢
体
）

矢
崎
　
繁
（

視
覚
）

声
か
け
が
　
危
な
い
時
の
　
ホ
ー

ム
ド
ア

司
馬
　
シ
ョ

ウ
タ
ロ
ウ
（

肢
体
不
自
由
　
脳
性
麻
痺
）

心
底
の
　
優
生
思
想
　
消
え
去
れ
よ

司
馬
　
シ
ョ

ウ
タ
ロ
ウ
（

肢
体
不
自
由
　
脳
性
麻
痺
）

人
間
の
　
ハ
ン
デ
ィ

持
っ

た
　
生
き
も
の
だ

司
馬
　
シ
ョ

ウ
タ
ロ
ウ
（

肢
体
不
自
由
　
脳
性
麻
痺
）

名
犬
　
ポ
チ
（

精
神
）

笑
み
も
ら
う
　
ケ
ア
ー

の
仲
間
に
　
感
謝
す
る 矢

崎
　
繁
（

視
覚
）

緊
急
時
　
そ
の
場
で
自
身
　
身
を
守
れ

名
犬
　
ポ
チ
（

精
神
）

支
え
愛
　
介
護
の
支
援
　
増
え
て
ゆ
き

有
泉
　
政
弘
（

肢
体
）

さ
み
し
さ
が
　
本
も
読
み
た
り
　
老
い
ゆ
く
も

寒
冷
や
　
穂
積
の
風
の
　
柚
子
の
色

車
い
す
　
で
こ
ぼ
こ
道
を
　
酔
い
な
が
ら

一筆の主張（川柳）



佳
 
作自

閉
で
も
　
お
腹
が
へ
る
し
　
歌
も
で
る

遠
藤
　
優
子
（

身
体
）

キ
ラ
キ
ラ
と
　
暑
い
森
中
　
飛
ぶ
と
ん
ぼ

気
が
付
け
ば
　
蛙
の
声
が
　
鳴
り
響
く

食
事
会
　
何
を
食
べ
る
か
　
考
え
る

ひ
ま
わ
り
の
　
明
る
い
笑
顔
に
　
希
望
わ
く 奈

良
　
圭
司
（

知
的
）

多
目
的
ホ
ー

ル
　
い
ろ
い
ろ
や
っ

て
　
楽
し
い
な

名
犬
　
ポ
チ
（

精
神
）

寒
く
な
り
　
家
を
出
る
の
が
　
た
い
へ
ん
だ遠

藤
　
優
子
（

身
体
）

囲
炉
裏
端
　
皆
が
集
い
　
懐
か
し
い

大
柴
　
洋
子
（

身
体
）

秋
雨
に
　
肩
を
寄
せ
合
う
　
二
人
づ
れ

奈
良
　
圭
司
（

知
的
）

奈
良
　
圭
司
（

知
的
）

大
柴
　
洋
子
（

身
体
）

大
柴
　
洋
子
（

身
体
）

佳
 
作

一筆の主張（川柳）



片
平
　
徳
男
（

身
体
）

車
イ
ス
　
道
の
デ
コ
ボ
コ
　
す
べ
て
知
る

我
が
自
慢
　
車
イ
ス
な
ら
　
Ａ
級
か
な

片
平
　
徳
男
（

身
体
）

悪
口
も
　
控
え
目
な
り
や
　
言
語
障
害

片
平
　
徳
男
（

身
体
）

遠
藤
　
優
子
（

身
体
）

銀
杏
を
　
拾
い
集
め
て
　
比
べ
っ

こ

新
海
　
亜
希
江
（

身
体
）

コ
ス
モ
ス
の
　
か
れ
ん
な
花
に
　
秋
を
知
る

新
海
　
亜
希
江
（

身
体
）

銀
杏
を
　
食
べ
る
時
期
な
り
　
嬉
し
け
り

安
藤
　
康
雄
（

身
体
）

新
米
に
　
秋
の
味
覚
で
　
舌
つ
づ
み

安
藤
　
康
雄
（

身
体
）

川
端
に
　
乱
舞
し
て
い
る
　
蛍
か
な

安
藤
　
康
雄
（

身
体
）

月
み
れ
ば
　
思
い
出
す
の
は
　
里
の
夜

佳
 
作

一筆の主張（川柳）



杖
の
音
　
一
歩
下
り
て
　
道
譲
る

新
海
　
亜
希
江
（

身
体
）

盆
踊
り
　
夏
の
一
日
　
楽
し
め
り

マ
ー

ク
（

知
的
）

ノ
ン
ア
ル
コ
ー

ル
　
ど
ん
な
味
か
を
　
知
り
た
い
な

マ
ー

ク
（

知
的
）

失
敗
を
　
し
て
怒
ら
れ
て
　
シ
ョ
ッ

ク
だ
な

み
ず
い
定
（

肢
体
）

お
隣
り
に
　
ま
た
だ
ま
さ
れ
る
　
外
務
省

み
ず
い
定
（

肢
体
）

佐
野
　
薫
（

心
臓
機
能
）

手
を
上
げ
て
　
　
有
難
う
の
声
　
常
に
持
ち

佐
野
　
薫
（

心
臓
機
能
）

障
害
に
　
添
い
て
不
自
由
　
愛
求
め

佐
野
　
薫
（

心
臓
機
能
）

入
選

み
ず
い
定
（

肢
体
）

過
去
も
無
し
　
大
統
領
に
も
　
な
れ
ぬ
な
り

選
挙
で
は
　
銃
の
一
字
が
　
禁
句
な
り

一筆の主張（川柳）



「

お
は
よ
う
」

と
　
笑
顔
が
か
わ
す
　
白
い
息

埜
村
　
和
美
（

視
覚
）

中
村
　
洋
子
（

視
覚
）

あ
の
人
は
　
ま
る
い
月
ま
で
　
つ
れ
て
逝
く 中

村
　
洋
子
（

視
覚
）

も
う
一
度
　
興
し
て
み
た
い
　
妻
の
乱

井
上
　
貴
広
（

身
体
）

障
害
に
　
負
け
ず
に
生
き
よ
う
　
元
気
よ
く 埜

村
　
和
美
（

視
覚
）

マ
ー

ク
（

知
的
）

お
友
達
　
喧
嘩
す
る
け
ど
　
い
い
も
の
だ

手
を
つ
な
ぎ
　
声
を
か
け
あ
い
　
越
え
る
坂

入
選夕

立
に
　
傘
さ
し
く
れ
る
　
部
活
の
子

埜
村
　
和
美
（

視
覚
）

障
害
を
　
不
便
に
思
わ
ず
　
生
き
て
い
く

障
害
を
　
も
っ

て
み
な
け
り
ゃ

　
わ
か
ら
な
い

井
上
　
貴
広
（

身
体
）

井
上
　
貴
広
（

身
体
）

一筆の主張（川柳）



中
村
　
洋
子
（

視
覚
）

白
い
杖
　
温ヌ

　
ク

い
て
声
の
　
中
に
い
る

入
選妻

手
引
き
　
支
え
ら
れ
て
の
　
人
生
愛 井

口
　
貞
子
（

視
覚
）

白
杖
よ
　
花
と
作
句
の
　
八
十
路
坂

井
口
　
貞
子
（

視
覚
）

母
の
む
ち
　
受
け
て
き
た
か
ら
　
今
が
あ
る

井
口
　
貞
子
（

視
覚
）

家
族
愛
　
あ
っ
て
い
じ
め
に
　
耐
え
ら
れ
た

廣
瀬
　
昭
美
（

精
神
）

ス
タ
ッ
フ
の
　
笑
顔
に
心
　
温
ま
る

廣
瀬
　
昭
美
（

精
神
）

パ
ニ
ク
る
が
　
皆
の
心
　
支
え
る
よ

穗
阪
　
和
宏
（

視
覚
）

北
風
を
　
小
僧
と
思
え
ば
　
寒
く
な
い 穗

阪
　
和
宏
（

視
覚
）

行
く
先
で
　
声
を
か
け
ら
れ
　
足
弾
み 穗

阪
　
和
宏
（

視
覚
）

一筆の主張（川柳）



石
井
　
敏
子
（

肢
体
）

な
つ
メ
ロ
の
　
声
高
ら
か
に
　
デ
イ
の
風
呂

道
端
の
　
枯
葉
で
止
ま
る
　
車
い
す

和
久
（

身
体
）

中
曽
根
　
暁
美
（

精
神
）

廣
瀬
　
昭
美
（

精
神
）

「
支
え
る
よ
」
　
あ
な
た
の
言
葉
に
　
胸
を
打
つ

こ
つ
こ
つ
と
　
日
々
の
リ
ハ
ビ
リ
　
頑
張
る
ぞ

和
久
（

身
体
）

病
床
で
　
あ
く
び
を
一
つ
　
老
い
た
父

和
久
（

身
体
）

自
宅
に
て
　
思
い
を
交
わ
す
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ

入
選

石
井
　
敏
子
（

肢
体
）

都
会
よ
り
　
田
舎
は
の
ど
き
　
日
暮
か
な

Ｉ
Ｃ
Ｔ
＝

イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ

ョ
ン
・
ア
ン
ド
・
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

石
井
　
敏
子
（

肢
体
）

初
夢
の
　
中
で
語
る
　
二
人
か
な

ど
れ
ぐ
ら
い
　
自
分
が
す
き
か
　
自
撮
り
棒

中
込
　
千
恵
（

肢
体
・
体
幹
）

一筆の主張（川柳）



デ
イ
サ
ー
ビ
ス
　
知
ら
ぬ
同
士
が
　
友ツ

レ

に
な
り

手
塚
一
男
（

肢
体
）

か
か
と
く
ん
　
動
い
て
ほ
し
い
　
十
分
に

中
込
　
た
め
よ
（

肢
体
）

ふ
る
さ
と
で
　
元
気
も
ら
い
　
足
取
り
軽
く
　
帰
路
に
つ
く

一
宮
　
照
子
（

肢
体
）

ふ
る
さ
と
の
　
笑
顔
優
し
く
　
今
日
も
行
く

一
宮
　
照
子
（

肢
体
）

百
日
草
　
一
輪
残
し
　
秋
が
ゆ
く

秋
山
　
章
（

肢
体
）

実
り
秋
　
ふ
る
さ
と
畑
　
収
穫
時

秋
山
　
章
（

肢
体
）

要
介
護
　
農
園
仕
事
　
楽
し
い
ね

Ｈ
・
Ａ
（

肢
体
）

病
癒
え
　
久
々
に
友
と
会
い
　
我
が
こ
と
の
よ
う
に
嬉
し
い

Ｈ
・
Ａ
（

肢
体
）

秋
の
日
に
　
ひ
と
き
わ
目
立
つ
　
山
茶
花
の
は
な

佳
 
作

Ｈ
・
Ａ
（

肢
体
）

一筆の主張（川柳）



手
を
つ
な
ぐ
　
笑
顔
の
し
え
ん
　
あ
り
が
と
う

Ｋ
・
Ｏ
（

肢
体
）

ふ
る
さ
と
の
　
か
ぼ
ち
ゃ
の
う
ま
さ
　
食
べ
に
来
た

Ｈ
・
Ｕ
（

肢
体
）

朝
寝
し
て
　
昼
は
昼
で
　
夜
も
ま
た
寝
る

Ｈ
・
Ｕ
（

肢
体
）

ふ
る
さ
と
へ
　
行
く
日
は
起
き
る
　
楽
し
み
に

手
塚
　
一
男
（

肢
体
）

水
の
み
に
　
母
の
後
ゆ
く
　
子
ザ
ル
く
ん

水
越
　
一
成
（

身
体
）

リ
ハ
ビ
リ
を
　
継
続
す
る
と
　
増
す
笑
顔

水
越
　
一
成
（

身
体
）

干
し
柿
や
　
オ
シ
ロ
イ
そ
っ
と
　
薄
化
粧 井

上
　
覚
（

身
体
）

歩
き
た
い
　
夢
と
大
地
を
　
踏
み
し
め
て

渡
辺
　
裕
士
（

知
的
）

み
な
え
が
お
　
あ
さ
の
会
か
ら
　
か
え
り
の
会

渡
辺
　
裕
士
（

知
的
）

一筆の主張（川柳）



榊
原
　
佳
美
子
（

視
覚
）

か
わ
い
い
ね
　
孫
ら
の
声
に
　
有
頂
天

リ
ョ
ー

マ
（

身
体
）

火
の
用
心
　
落
ち
葉
で
た
き
火
　
懐
か
し
い

リ
ョ
ー

マ
（

身
体
）

七
五
三
　
知
人
の
娘
　
お
姫
様

ル
ー

ジ
ュ

バ
ッ

ク
（

身
体
）

鍛
え
て
る
　
背
筋
　
腹
筋
　
笑
顔
金

ル
ー

ジ
ュ

バ
ッ

ク
（

身
体
）

胃
薬
を
　
飲
み
す
ぎ
る
よ
り
　
大
根
さ

ル
ー

ジ
ュ

バ
ッ

ク
（

身
体
）

木
枯
ら
し
に
　
枝
で
踏
ん
張
る
　
落
ち
葉
か
な

松
崎
　
順
子
（

身
体
・
知
的
）

リ
ハ
ビ
リ
を
　
汗
を
か
き
か
き
　
頑
張
る
ぞ

松
崎
　
順
子
（

身
体
・
知
的
）

山
々
の
　
見
晴
ら
し
が
い
い
よ
　
山
梨
は

松
崎
　
順
子
（

身
体
・
知
的
）

カ
ラ
オ
ケ
は
　
曲
選
び
が
　
楽
し
い
な

一筆の主張（川柳）



清
水
　
明
則
（

肢
体
・
精
神
）

リ
ク
エ
ス
ト
　
曲
が
流
れ
て
　
ふ
る
え
て
る

榊
原
　
佳
美
子
（

視
覚
）

想
像
力
　
ハ
ン
デ
の
有
無
に
　
差
な
ど
無
く

榊
原
　
佳
美
子
（

視
覚
）

大
笑
い
　
病ヤ

マ
イ

の
魔
の
手
　
撃
退
す横

山
　
治
之
（

気
分
障
害
）

イ
タ
ズ
ラ
に
　
い
じ
め
イ
ジ
ワ
ル
　
嫌
が
ら
せ
　
い
た
わ
り
な
く
ば
　
い
や
さ
れ
め
や
も

一筆の主張（川柳）



審
査
員
よ
り
講
評

　
　
　
　
自
然
体
が
良
い
　
　
竹
内
冬
眠

　
第
一
回
の
試
み
と
し
て
は

、
両
分
野
と
も
良
質
の
作
品
に
恵
ま
れ
た
と
い

っ
て
良
い
の

で
は
な
い
か

。
そ
の
意
味
で
今
後
の
２
回
以
降
が
楽
し
み
で
あ
る

。

　
た
だ
詩
・
川
柳
の
応
募
の
層
は
お
お
ま
か
に
言

っ
て

、
詩
は
書
き
馴
れ
た
人
が
多
く

、

川
柳
は
そ
の
多
く
の
が
初
心
者
で

、
気
軽
に
思
い
つ
い
た
ま
ま

、
心
の
ま
ま
を
作
品
化
し

た
感
じ
が
強
い

。
　
ど
ち
ら
の
分
野
の
応
募
者
も
肩
肘
張
ら
ず
に
自
然
体
で
あ
る
の
に
好

感
が
も
て
た

。

入
選
１
位
　

「
し
が
ら
み
の
　
自
在
の
揺
れ
に
　
道
あ
ら
ず

」
　
有
泉
政
弘

　
＝
評
＝
　
　
季
語
が
無
い
の
で
川
柳
の
ジ
ャ
ン
ル
に
入

っ
て
い
る
が

、
句
作

　
　
　
　
　
　
の
姿
勢
は
ま
さ
し
く
俳
句

。
下
五
の

「
道
あ
ら
ず

」
に
心
の
揺

　
　
　
　
　
　
れ
に
厳
し
い
選
択
を
示
し
て
い
る

。

入
選
２
位
　

「
杖
の
音
　
一
歩
下
り
て
　
道
譲
る

」
　
佐
野
薫

　
＝
評
＝
　
　
中
七
が
ぎ
こ
ち
な
い

。
い

っ
そ

「
杖
の
音
　
道
を
ゆ
ず
り
て

　
　
　
　
　
　
空
は
晴
れ

」
と
素
直
に
う
た
い
流
し
て

、
下
五
を
考
え
て
は
？

　
　
　
　
　
　
掲
出
の
下
五
は
選
者
の
勝
手
な
思
い

。

入
選
３
位
　

「
道
端
の
　
枯
葉
で
止
ま
る
　
車
い
す

」
　
和
久

　
＝
評
＝
　
　
枯
葉
の
か
す
か
な
囁
き
に
車
い
す
を
止
め
た
作
者
の
優
し
い

　
　
　
　
　
　
心
根

入
選
４
位
　

「
白
杖
よ
　
花
と
作
句
の
　
八
十
路
坂

」
　
井
口
貞
子

　
＝
評
＝
　
　
や
や
人
為
人
工
を
感
じ
て
し
ま
う

。
良
く
言
え
ば
出
来
過
ぎ

。

　
　
　
　
　
　
で
も
う
ら
や
ま
し
い
８
０
才

。

入
選
５
位
　

「
手
を
つ
な
ぎ
　
声
を
か
け
あ
い
　
越
え
る
坂

」
　
埜
村
和
美

　
＝
評
＝
　
　
下
五
の

「
坂

」
を
越
え
る
に
さ
り
げ
な
く
加
齢
を
重
ね
て
い
る

。

　
　
　
　
　
　
あ
ま
り
気
張
ら
な
い
の
が
良
い

。

　
佳
作
１
　

「
車
椅
子
　
道
の
デ
コ
ボ
コ
　
す
べ
て
知
る

」
　
片
平
徳
男

　
佳
作
２
　

「
か
か
と
く
ん
　
動
い
て
ほ
し
い
　
十
分
に

」
　
手
塚
一
男

　
佳
作
３
　

「
自
閉
で
も
　
お
腹
が
減
る
し
　
歌
も
で
る

」
　
名
犬
ポ
チ

　
佳
作
４
　

「
寒
く
な
り
　
家
を
出
る
の
が
　
た
い
へ
ん
だ

」
奈
良
圭
司

　
佳
作
５
　

「
や
さ
し
さ
は
　
誰
も
が
も

っ
て
る
　
あ
た
た
か
み

」
　
恵
風

一筆の主張（川柳）


